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　セルギイ府主教は日本正教会が宗教団体法のもとで「法人」の資格を持つ「教団」として認められなかったと言う。

　昭和十五年六月十二日の文部省通達では、「教団」認可の条件として教会数五十、信徒数五千という数が内示されていた。このためキリスト教各派は合同に踏み切ったのであるが、当時の日本正教会は数的な条件は満たしていたものの、後述するように複数主教を選立することが出来なかったので、「教団」認可の申請に大きな影響を及ぼしたことは知られていない。
ただ、セルギイ府主教も記しているように「藤平派」は「岩澤派」の教団認可申請とは別に、昭和十六年三月三日には「宗教結社」の届出をした。
　
　「宗教結社」とは宗教団体法二十三条では次のように規定されている。

　「第二十三条　宗教団体ニ非ズシテ宗教ノ教義ノ宣布及儀式ヲ為ス結社（以下宗教結社ト称ス）ヲ組織シタルトキハ代表者ニ於テ規則ヲ定メ十四日内ニ地方長官ニ届出ツル

コトヲ要ス　届出事項ニ変更ヲ生ジタルトキ亦同ジ」
　文部省の「宗教團體法案について」（「週報第一一九號」
正教時報Ｓ14・7月号掲載）では「本法は宗教團體と宗教結社とに適用される。宗教團體とは、宗教の教義の宣布及儀式の執行を目的とし一定の要件のもとに主務大臣又は地方長官の認可を受けて設立された團體を謂ふ。そしてこの宗教團體以外の、宗教の教義の宣布及儀式の執行を為す結社が即ち宗教結社なのである。従來「類似宗教團體」と稱して來たものがこれに該當する」と定義する。
　法人格を持つ「教団」は財産の保全や地租、所得税の非課税などの優遇措置を受けることが出来るが、文部省の説明では「これらの保護特典の有無といふことが、實に宗教團體と宗教結社との間に存する一つの大きな相違點なのである」としている。

宗教団体法では大小に関わらず全ての宗教団体は認可を受けなければならず、日本正教会の各地の教会も「宗教結社」の届出を各地方長官にするようになる。文部省の見解では「宗教結社」から「宗教団体（教団）」へ昇格することが出来るとしているが、日本正教会は教会全体を包括する「教団」設立には至らず、組織上でも問題が生じてくる。
尚、「宗教團體法」はＧＨＱ（連合国司令部）により昭和二十年十月四日、治安維持法などと共に廃止が命じられ、



同年十二月二十八日からは届出制による「宗教法人令」に変えられた。さらに昭和二十六年四月三日には「宗教法人法」が公布、即日施行されるが日本正教会も昭和二十七年六月十一日に教団規則が文部大臣により認証され、六月十九日には「宗教法人・日本ハリストス正教会教団」として設立登記されている。

　昭和二十七年七月十五日発行の「宗教要覧」（文部省著作権所有、光風出版）には「日本ハリストス正教会教団」の概略が掲載されており、この当時の事が次のように記されている。

　「～昭和15年9月、当時の国情によりセリギイ師は引退し、新たに岩澤丙吉（元陸大教官、平信徒）が代表者となったが教会首長としての資格及びその手続きに異議が出て意見が対立したので、同16年当時の総務局長小寺徳（20年歿）の下に総務局会議及び信徒大会を開き、教団の憲法第8条によって藤平新太郎（21年歿）を主教代理に選任、山口精一を総務局長として教会を管理した。他方岩澤派は、藤平派が同16年3月宗教団体法による結社届をするや小野帰一をハルビン教区に派遣して主教按手を受けさせてこれに対抗した。後、調停により同年七月小野主教を公認、総務局も両派の比率によって構成した～」

　セルギイ府主教も昭和十六年一月以降の日本正教会を「報告書」（GARF, f.6991, op.1, d.75, l.2-5）に次のように記している。

「～元宣教団の境内（ eq \o\ac(○,注)ニコライ堂）から姿を消したアルセニイ岩澤は、何らかの方法でカルロフツィの府主教アナスタシイと連絡し、教会の名で密かに長司祭イオアン小野（７０歳）（１９４１年１月１１日の公会に参加しなかった唯一の者）を主教に選び、叙聖のためハルビンに行かせました。ハルビンでは、彼の妻が修道女、彼は修道士の剪髪を受け、ニコライと名を改め、４月７日、日本及び東京の主教として叙聖されました。叙聖式を行なったのは、ハルビン及び満州の府主教メレチイ、カムチャッカ及びペトロパヴロフスクの大主教ネストル、北京の主教・ハルビン主教教区の副主教ヴィクトル、ハイラルの主教ディミトリイ、チチハルの主教ユヴェナリイです。

　私も日本教会も、（小野が）適任かどうか意見を聞かれませんでした。生神女福音祭の日に叙聖された主教ニコライは、ラザリのスボタに東京から３時間ほどの所で（８割党を代表する eq \o\ac(○,注)藤平派）信徒に迎えられ、東京には入らないように頼まれました。ニコライ主教は承諾しました。しかし、聖大土曜日の午後４時頃、アルセニイ岩澤がニコライ主教を元宣教団の門前に連れてきました。門が閉まっており、（最初は）境内に入れてもらえませんでしたが、２時間後には大聖堂の玄関前まで入れてもらえました。しかし、大聖堂を開けることは（８割党から）断られました。
大勢の人が集まり、８００人くらいはいました。が、『我々の主教ではない』ということで大聖堂を開けはしませんでした。復活祭の奉事はキャンセルになり、夜も朝も行なわれませんでした。このように迎えられた主教は元宣教団から姿を消し、長く来ませんでした。

　聖神降臨祭の１週間前、土曜から日曜日にかけての夜に、主教ニコライにハルビンまで同行した１割党（ eq \o\ac(○,注)岩澤派、残りの一割が無関心派とセルギイ府主教は記す）の輔祭が、窓から大聖堂に忍び込み、観音開きのドアの鎖を鋸で切ってドアを開けました（別のドアの鍵は両党が持っていました）。大聖堂はニコライ主教によって『占拠』されたのです。聖神降臨祭の日、大聖堂で奉事が行なわれました。輔祭は司祭に叙聖されました。８割党の信徒はイアコフ藤平神父と共に（おもにロシア人で）満杯の聖ニコライ教会で祈りました。

　両党の争いに終止符を打つため、６月末には両党を代表する要人が一堂に会する機会が設けられました。時間が決められ、⑴総本部の大佐、⑵憲兵隊の大佐、⑶警視庁の役人、⑷文部省の役人が来ました。彼らは反論や議論を許さず、自分の用意してきた覚書『セイフアン（政府案？）』を読み上げました。

　要約すれば、⑴教会を管理する主教としてニコライ小野を認める、⑵長司祭イアコフ藤平を早期に主教に叙聖する、⑶２人の主教は１年交替で（復活祭から復活祭まで）教会を管理する（言語道断）、⑷小野主教党３人、将来の藤平主教党７人から成る総務局を設置する、という内容でした。

　１９４１年１２月、イアコフ藤平神父は叙聖を目的としたハルビン旅行の用意ができました。ハルビンの主教たちも承諾しました。新聞には『日本正教会の２人目の主教』と題する記事が掲載されました。同記事は『天の糧』雑誌掲載用に組まれました。しかし、長司祭サムイル鵜沢がこの件でハルビンに着くと、突然、日本軍事使節団に呼び出されて矢部少佐に怒鳴られ、『戦争が終わるまで主教叙聖を許さない。東京に帰りなさい』と言われました（この矢部少佐はその直後モスクワへ転勤になりました）。

　その結果はといえば、８割党の日本人信徒が『自宅で祈ってもよいではないか』と愛想を尽かし、大聖堂はがらがらです。

　また、信徒の一部は、主教ニコライとその側近を信用せず、１９４２年６月に教会財産保護の訴訟を起こしました。訴訟はまだ続行中です。予防措置として、銀行の資金と賃貸項目の収入が全て凍結されました～」

　「日本正教史」（牛丸康夫Ｓ53・5・21）と「神のみ旨に生きた激動時代の僕たち」（牛丸康夫Ｓ60・11・3）にはニコライ小野主教の叙聖のきっかけは、セルビアの在外シノドのアナスタシイ府主教からの手紙だと記している。

　「ある日岩澤派は一通の手紙を受け取った」という簡単な記述は唐突の感は否めないが、その概略は「正教時報號外」（Ｓ16・3・1）という一枚の紙面に記されている。

　「府主教アナスタシイ師の祝福により　小野長司祭十字架を負て主教へ　目下哈爾濱に於て叙聖手續中」と題された号外にはまず最初に岩澤派における「邦人主教選立特別委員會」がイオアン小野帰一神父（ニコライ小野主教）に邦人主教候補となることを「懇請」し承諾を得たと記している。そして「依つて委員會は直ちにユゴスラーヴィヤに於ける總主教代理府主教アナスタシイ師に小野長司祭の主教叙聖の件申入れを手續中、突如アナスタシイ府主教より岩澤統理に宛て、日本正教會に一日も速やかに主教を選立し教権を正常に継承されたき旨並に主教叙聖に就きては凡ゆる便宜を供與すべき旨申出でたる親書が到着した～」とある。

　この記述でも「突如」とあるが、すでに一月に反岩澤派はイアコフ藤平神父を「主教代理」として立てており、それに対抗すべく根回しを行っていたのかも知れない。
記事中にはアナスタシイ府主教からの親書がいつ届いたのか記されていないが、アルセニイ岩澤は主教叙聖の承認を求める反電をし、さらにアナスタシイ府主教からハルビンの「メレーチイ府主教」に万事を手配した旨の電報が入っている。
イオアン小野神父（ニコライ小野主教）が東京を出発したのが二月二十七日であり、ごく短期間で事が進んでいる。「反岩澤派」は主教代理を立てたが、叙聖への手立てを見出せないうちに「岩澤派」が主教叙聖を実現したのは、アルセニイ岩澤の持つ人脈が寄与していた事は間違いない。

　昭和十六年四月六日、ニコライ小野主教はハルビンの中央聖堂で叙聖され帰国するが、教会の混迷の度合いは更に深まっていった。

　五月二日にはニコライ小野主教、イアコフ藤平神父、調停立会人としてキリル森謙が「日本正教會ノ和平ノ爲」に次のような「覺書」を交わし捺印している。

一、公會ニ於テ小野師ヲ主教トシテ認ムルコト

二、藤平長司祭ノ主教叙聖を可成取急グコト

三、教會ノ代表者ハ藤平師主教叙聖後公會ニ於テ決定スルコト

　　右決定迄ハ兩主教トモ其ノ主教権ヲ發動セザルコト

四、公會ニ於テ代表者決定スル迄ハ現在ノ藤平派ノ總務　　

　　局ヲ暫定的ニ認ムルコト

五、總務局員ハ新代表者ニ於テ公會ニ諮リ任命スルコト

さらには、官憲がこの問題に乗り出し、六月末には両派の調停が図られる。七月十八日に臨時公会が開催されたが、その議案は㈠小野師を主教として推戴すること　㈡藤平師の主教叙聖を実現すること　㈢総務局員を公選することであった。
　これまで抗争を繰り広げてきた両派が久しぶりに一同に会し、不穏な空気も漂い総務局員の選出ではもめたが、官憲主導の公会といった様相で議案は通された。

　イヤコフ藤平神父の主教叙聖は公会の決議とは裏腹に実現は出来なかった。この件について「正教時報」昭和十七年三月号は「長司祭藤平師主教叙聖交渉顚末」という記事を掲載している。

　昭和十六年末にはハルビンのメレテイ府主教宛にニコライ小野主教、総務局の主教叙聖の請願書が出されたこと、ニコライ小野主教の時と同様にイヤコフ藤平神父夫妻の修道請願書を作成し送ったことが記されている。そして、この主教叙聖に関してハルビンの主教会議で審議されたことなどの記述の後に、「然し之れは其の後のいろいろな都合がありまして終に一時中止する事に決定されたのでありました」と主教叙聖が延期となった事を伝えている。
　この記事の元になったのが昭和十七年二月十八日に総務局により作成された「長司祭藤平新太郎主教叙聖交渉顚末報告書」というガリ版刷りの冊子様の報告書である。（故イオアン厨川勇神父所蔵文書）

　この報告書は他に現存する物が見出されておらず、極めて貴重な文書である。その内容は●総務局による陸軍、文部省への「上申書」　●ニコライ小野主教からメレテイ府主教への「藤平長司祭主教叙聖請願書」　●総務局からメレテイ府主教への「長司祭藤平主教叙聖請願書」　●サムイル鵜沢神父のハルビンでの交渉経過報告　●「十一月十九日在哈特務機關ニ於ケル矢部大佐談槪要」　●「二十日在哈特務機關ニ於テ入村中佐談槪要」　●「十一月二十日メレテイ府主教舘に於ける主教叙聖請願に関する會談大要　●「十二月一日主教會議ノ決議事項」　●「十二月三十日在哈主教總會ノ主教叙聖決議事項」　●「一月十七日第一會見ニ於ケル矢部大佐談ノ槪要」　である。
　

　「報告書」に綴られた文書にはイアコフ藤平神父の主教叙聖が日本正教会の独立と宗教団体法での教団認可には欠かせない要件であることが記されている。

　総務局からの陸軍省と文部省への昭和十六年十月付「上申書」には「～由来我ガ日本正教會ハ二名以上ノ主教アルニ非ザレバ独立ノ教會タルヲ得ザル教規ニ有之先ニ小野主教ヲ推戴スルニ及ビ日本正教會ハソノ叙聖教會タル哈爾濱正教會ノ教區ニ隷属スルコトト相成リ斯クシテ何時迄カ経過スルコトハ東亜ノ盟主タル日本帝國ノ權威ニ關スルコト至大ナリト存ズル次第～二名ノ主教ヲ有スル正教會トシテ一日モ早ク日本正教會ノ独立ヲ全世界ニ宣言シ名實共ニ外國ニ依存スルコトナキヲ闌明シ以テ東亜共栄圏諸教會ニ臨ミ～」とあり、日本正教会が複数主教を得て独立することは国策に添う事だと記している。

　またニコライ小野主教のメレテイ府主教への十月二十八日付の請願書ではイアコフ藤平神父の主教叙聖実現が「日本帝國の新しき法律に基き宗教團体としての認可を受くる事に依り、吾が正教會の地位を強固ならしむる為」であると強調した。それは日本正教会が形の上で独立した教会になることであり、「教団」認可の必須だった。

　総務局の「報告書」を見るとハルビンの主教会議は主教叙聖を認め、叙聖式の日時、場所、式次第を決めている。

　しかし、「一月十七日第一會見ニ於ケル矢部大佐談ノ槪要」にはこの主教会議の決定が覆された理由として次のように記されている。

　「十二月三十日在哈主教会議ニ於ケル決議トシテ藤平氏主教叙聖ノ決定ト共ニ、其ノ叙聖式次第トガ突如一月四日ノ哈爾濱露字新聞ニ掲載サレタルガ、検閲当局ガ驚キ調査ノ結果、当局ノ検閲ヲヘズシテ発表セルコトヲ知リ、関係各期間合議ノ結果該記事ノ取消シヲ命ジ、且ツ彼ノ地治安維持上此ノ際叙聖ヲ中止スルコトニ決定セリ。
　今日日本帝國ノ現状ハ去ル十一月中葉主教叙聖請願書提出当時トハ全ク異リ、大東亜戰争ノ眞只中ニアリ、此ノ際我等国民ハ凡テヲ上ゲテ聖戰ニ向ハザルベカラザル時世相ハ複雑多事且ツ諸事最モ慎重ナルベキ場合ナリ、依ツテ此ノ大東亜戰争ノ大体ノ見通シノツクニ至ルマデ叙聖ヲ延期スルノ止ムナキニ至リタリ。聖戰ノ大体ノ見通シノツク時、全世界ハ日本ノ実力ヲ認識スルデアラウ、ソノ時ガ即チ日本正教会ノ独立ノ時デアリ、叙聖ノ時期デアルト思フ～略～十一月貴方ト始メテノ会見ニ於テ自分ノ述ベタ言葉ト今日ノ談トハ大変異ナッテヰルガ、之レハ吾ガ国内外情勢ノ変遷ヨリスルモノト諒解サレタシ」
　文中の「貴方」とは十一月にハルビンを訪問したサムイル鵜沢神父である。
　太平洋戦争の勃発という非常事態がイアコフ藤平神父の主教叙聖を阻み、更に日本正教会の「教団」設立を不可能
としたのである。　　　　　　　　　　　　　　　（続く）














聖ニコライとセルギイ府主教　⑳　　　　　　　主教　セラフィム




















訂　正　


前号十四頁下段の「赤城帝國アパート」を「赤坂帝國アパート」、同頁下段左から四行目「一月十一日」を「一月十三日」。　著者





▲正装したニコライ小野主教


　





▼昭和16年7月　臨時公会記念写真



































